
ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度

単位数 １単位

課題研究メソッド 2nd Edition（啓林館）

観
点
の
趣
旨

問いの設定

研究対象を正しく理解し、深い
問いを設定している。

資料やデータの収集と典拠の明
示

実際に周到な調査を行ってい
る、もしくは正確な資料が集め
られている。また典拠が明確に
示されている。

英語による発表の技法・発
表の態度

発表は自信に満ちており、
優れた発表技法を持ってい
る。また聴衆に配慮した発
表ができており、聞き手の
集中力を途切れさせない工
夫がみられる。

質疑に対する応答

質疑の趣旨を理解して、シンプ
ルかつストレートに応答できて
いる。

教科 ＳＳ理数 科目 信念（まこと）（課題研究分野） 年次

学校番号 3030

研究者として必要なスキルである論文作成能力、英語プレゼンテーション能力を養成し、２年
前期の「理想（のぞみ）」、２年後期から３年前期にかけての「ライフサイエンス」「サイエ
ンス探究」において必要な素地を養う。

３　評価の観点及びその趣旨

観
点

１年次

使用教科書 なし

副教材等

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめま
す。
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

令和5年度　(学)ＳＳ理数

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

学校設定科目「信念（まこと）」では国語科・英語科・情報科の教員により、研究者として必要なスキル
である論文作成能力、プレゼンテーション能力を養成する。課題の設定方法、情報の収集方法、英語によ
る論文作成、発表の仕方について学習し、相互批評を取り入れた学習を行う。日常的に新聞・ニュース等
で様々な事柄に対する関心を高めると共に、学会や講演会などに積極的に参加し、主体的に情報収集を行
う習慣をつけてほしい。

２　学習の到達目標



※　表中の観点について　ａ：知識・技能　ｂ：思考・判断・表現　ｃ：主体的に学習に取り組む態度

４　学習評価（評価規準と評価方法）

学
期

単
元
名

学習内容 単元（題材）の評価規準

評価方法

知(a) 思(b) 主(c)

前
期

課
題
設
定

(a・ｂ・ｃ）
・研究対象を正しく理解し、
深い問いを設定している。
(a・ｂ・ｃ）
・周到な調査を行っている、
もしくは正確な資料が集めら
れてる。また、典拠が明確に
示されている。

資料収集 課題設定シート

課題設定 課題設定シート

深い問いの設定 課題設定シート

資料やデータの収集と典拠の明示 課題設定シート

発
表
の
技
法

(a・ｂ・ｃ）
・研究の意義を明確に理解
し、それを的確に説明するこ
とができる。
(a・ｂ・ｃ）
・聴衆に配慮した発表につい
て理解し、聞き手の集中力を
途切れさせない工夫を学んで
いる。

課題設定中間報告会 中間報告会

発表の技法について 中間報告会 中間報告会

振返りレポート 振返りレポート

後
期

発
表
準
備

(a・ｂ・ｃ）
・研究対象を正しく理解し、
正確な典拠を伴って発表原
稿・スライドの作成を行って
いる。また英語の表現力も豊
かである。

発表原稿作成 発表原稿 発表原稿 発表原稿

スライド作成 スライド資料 スライド資料 スライド資料

発
表

(a・ｂ・ｃ）
・聴衆に配慮した発表につい
て理解し、最終プレゼンテー
ションに向けて準備をしてい
る。
(a・ｂ・ｃ）
・聴衆に配慮した発表につい
て理解し、聞き手の集中力を
ぎれさせない優れた工夫がみ
られる。また質問の趣旨を十
分に理解し、シンプルかつス
トレートに応答している。

最終プレゼンテーション準備 プレゼンテーション プレゼンテーション プレゼンテーション

最終プレゼンテーション プレゼンテーション プレゼンテーション プレゼンテーション



１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

学校番号 3030

・情報の学習では，特に積極的に学習する姿勢が求められます。「教員や友人に教えてもらう」
　という態度ではなく，「自ら貪欲に学ぼう」という態度で望んでください。グループワークにお
　いては，友人に頼りすぎることがないように，グループの活動にしっかりと貢献してください。
　また，疑問点はその都度，教科書などで確認しながら学習を進めてください。
・評価には課題が大きなウエートを占めています。期限内に課題を確実に提出できるように，計画
　的に課題を進めることが望まれます。課題作成の際に教員や友人からアドバイスをもらうことは
　かまいませんが，「他人の課題の丸写し」にならないように気をつけてください。
（事情によっては，写した側，提供した側ともに大きく評価を減じることがあります。）
・情報の学習においては，常に情報モラルへの高い意識が求められます。学習中には，不正アクセ
　スやコンピュータウィルス等による破壊的活動はもちろんのこと，Web上に掲載されている情報の
　コピー＆ペースト，匿名性の高いコミュニケーションツールを使用した誹謗・中傷（言葉遣い等
　も含む）など，社会問題となっている事柄が常に隣り合わせに存在します。ひとたび問題が起こ
　ると，行為の悪質さや影響範囲の大きさ等に応じて，大きな社会的制裁を受けることは避けられ
　ません。これらの行動の多くは安易な気持ち（悪ふざけ）に端を発することが多いようですが，
　行為の重大さについては，行為を行った本人ではなく周囲が判断する，ということを肝に銘じ，
　厳に慎んでください。

副教材等
　　高校情報Ｉ　Python 学習ノート　新課程版（実教出版），
　　ケーススタディ情報モラル Advance（第一学習社）

信念（まこと）（情報分野） １年次１単位単位数 年次

２　学習の到達目標

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活
動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主
体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を
　　習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。
（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適
　　切かつ効果的に活用する力を養う。
（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

令和５年度　　　ＳＳ理数科

　　高校情報Ⅰ　Python（実教出版）使用教科書

教科 ＳＳ理数 科目

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

３　評価の観点及びその趣旨

観
点
の
趣
旨

観
点

ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度

　情報と情報技術についての知
識と技能，情報と情報技術を活
用して問題を発見・解決する方
法についての知識と技能を身に
付けるとともに，情報社会と人
との関わりについては，情報に
関する法規や制度及びマナー，
個人が果たす役割や責任等につ
いて，情報と情報技術の理解と
併せて身に付ける。

　情報に関する科学的な見方・
考え方を働かせ，さまざまな事
象を情報とその結び付きの視点
から捉え，複数の情報を結び付
けて新たな意味を見いだす力を
養うとともに，問題を発見・解
決する各段階で情報と情報技術
を活用する過程を振り返り改善
することで，情報と情報技術を
適切かつ効果的に活用する力を
養う。

　情報と情報技術を適切に活用
することを通して，法規や制度
及びマナーを守ろうとする態
度，情報セキュリティを確保し
ようとする態度などの情報モラ
ルを養い，これらを踏まえて情
報と情報技術を活用することで
情報社会に主体的に参画する態
度を養う。

学



４　学習の活動

提出課題

・プログラミング 定期考査 定期考査

定期考査 定期考査

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

・アルゴリズムとデータ構造
a:アルゴリズム，データ構造，プロ
　グラム作成の手順，関数の概念を
　理解している。
b:探索のアルゴリズム（線形探索，
　二分探索），整列のアルゴリズム
　（交換法，選択法）について説明
　することができる。
c:いろいろなプログラムの作成に主
　体的・意欲的に取り組んでいる。

観察 観察

定期考査

a:アナログとデジタルの特徴，コン
　ピュータにおける数値や文字の表
　現方法，コンピュータの構成を理
　解している。
b:音や画像のデジタル化の仕組み，
　コンピュータの内部の動作につい
　て説明することができる。
c:デジタル情報，標本化定理，演算
　の仕組みの学習に興味・関心をも
　って取り組んでいる。

a:クライアントとサーバの関係，イ
　ンターネットの仕組み，データ
　ベースとその役割，安全のための
　情報技術について理解している。
b:ルータの役割，リレーショナルデ
　ータベースの特徴，コンピュータ
　ウイルスや不正アクセスへの対策
　について説明することができる。
c:ネットワーク，データベース，安
　全のための情報技術の学習に主体
　的・意欲的に取り組んでいる。

・関数

・探索や整列のアルゴリズム 観察 観察

提出課題

観察 観察

定期考査 定期考査

定期考査

観察

観察 観察

提出課題

定期考査

観察

定期考査

デ
ジ
タ
ル

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

後
期

情
報
デ
ザ
イ
ン

情
報
社
会

・安全対策と情報技術

※　表中の観点について　ａ：知識・技能　ｂ：思考・判断・表現　ｃ：主体的に学習に取り組む態度

・データベース

・演算の仕組み

・音と画像の表現

・コンピュータの構成・動作・性能

・ネットワークとプロトコル

・インターネットの仕組み

・情報と情報社会

・情報セキュリティ

学
期

単
元
名 知(a) 主(c)思(b)

・問題解決の考え方

評価方法

a:データと情報の違い，問題解決の
　考え方，情報セキュリティの意味
　やその対策，個人情報やプライバ
　シーの概念，知的財産権について
　理解している。
b:問題解決の手順，知的財産の保護
　対象や期間について説明すること
　ができる。
c:情報セキュリティ技術に興味・関
　心をもって取り組んでいる。知的
　財産権の問題に関して，主体的・
　意欲的に取り組んでいる。

・個人情報と知的財産権

a:コミュニケーションの形態の分類
　や手段の特性，情報デザインの意
　味，プレゼンテーションについて
　理解している。
b:情報を適切にデザインするための
　方法を説明することができ，文章
　を視覚化したり，レイアウトを工
　夫したりして表現することができ
　る。
c:情報をわかりやすく伝達するため
　に表現を工夫しようとしている。

・コミュニケーションとメディア

・情報デザインと表現の工夫

・プレゼンテーション

学習内容 単元（題材）の評価規準

・デジタル情報の特徴

提出課題

前
期

提出課題

・数値と文字の表現


